
 

 

第２期中期計画における基本的な考え方 
 

 

○ 第２期中期計画では、１．救命救急医療、 ２．総合周産期母子医療、    

３．がん医療 の政策医療について、さらなる充実を図ることを主眼に置き、

積極的な事業推進を行っていく。 

 

 １．救命救急医療 

  ・ 救命救急センターの施設・体制強化 

  ・ 総合診療・感染症科の開設 

  ・ 周辺医療機関との包括的な連携強化 

  ・ 大規模災害時への備えと迅速な対応 

 

 ２．総合周産期母子医療 

  ・ ＭＦＩＣＵの新たな整備 

  ・ 産科診療強化のための情報システムの導入 

 

 ３．がん医療 

  ・ ウイルス完全駆除によるＣ型肝炎撲滅 

  ・ 肺及び泌尿器がん診療のための呼吸器外科創設と手術機器の導入 

  ・ がん患者の精神的ケア、就業等への総括的支援 

・ ゲノム情報のがん診療への応用と遺伝カウンセリング推進 

 

 

○ また、機構の業務運営にあたり、今後、医療体制等の変革が予想されるこ

とから、次の項目についても、柔軟な対応を図っていく。 

・ 医療環境変化に柔軟に対応可能な体制整備 

・ 医療安全の確保と迅速な対応 

・ 診療報酬体系等に精通したスタッフ養成 

・ 職場環境の整備 


